
１．はじめに

２．研究の目的と活動概要

本稿は、平成１１年度から開始され現在も継続し

ている IBS自主研究�２１世紀の交通政策と交通計
画を考える�の中間報告である。

（１）研究の背景

２０世紀後半の我が国を回顧すると経済を中心に

展開されていたといっても過言ではない。平成バブ

ル景気がその頂点にあり、バブル崩壊とともに国民

としての自信も一部分失われた。マイナス成長によ

る失業率の増加、デフレ・スパイラル等々、２１世

紀に入った今なお２０世紀の問題・課題を抱えてい

る。また経済以外においても、少子・高齢化社会の

到来や環境問題と我が国にとって暗い話題が多い。

２０世紀での課題は政策にも影響を与えており、

従来のバラマキ型政策から効率性重視型政策へのシ

フトもそのあらわれと考えられる。

この変化以外にも、交通インフラの整備計画を除

き、政策の継続期間の短縮（短命化）も近年におけ

る特徴と考えられる。元々政策立案と計画実施は併

行すべきものであるが、政策の短命化は政策を反映

させる計画との間にタイムラグを生じさせ、社会資

本の整備を遅らせる要因の一つとなっている。

このような状況において、国際的に見ても遅れて

いる我が国の社会資本整備、とりわけ都市社会資本

の整備を進めるにあたって、従来と同じ方法で交通

政策立案・計画策定を行うことは無理がある。交通

政策とは何か、また交通計画とは何か、という根本

的なことを再考する必要があるのではないかと考え

る。

（２）研究の目的

以上のような問題意識のもとに、交通政策と交通

計画の将来像を考え、政策立案・計画策定する際の

指針を示すことを本研究の目的とする。指針を示す

にあたり、交通政策・計画の変遷、２０世紀後半に

残された課題、２１世紀に発生するであろう課題を

整理する。

本研究の最終成果は書籍の形にまとめる予定であ

り、これを公表し広く一般に主張を問うこととする。

（３）メンバー

本研究は都市や交通に関連している研究者をメン

バーとする。土木工学、経済学等、異なる分野の研

究者の主張を検討・集約することにより、多角的視

点に立った研究を行っている。

（４）活動状況

平成１１年度は１４回、平成１２年度以降は１５回の

研究会を開催し、活発な議論が行われた。

平成１１年度は研究初年度であることから、本研

究会の研究成果として提案すべき内容の洗い出しを

行うこととし、各メンバーが近年の成果や研究の必

要性を感じているテーマについて発表し、それを元

に議論が行われた。
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３．今後の政策・計画を考えるためのキー
ワードと視点

４．今後のスケジュール

５．おわりに

平成１２年度以降は平成１１年度の議論を踏まえ、

２１世紀における交通政策・計画の指針の検討をす

すめている。また最終成果である書籍の構成を検討

し、素稿を作成・発表し議論が行われ、現在も継続

中である。

議論の中から、今後の政策・計画を考える上で考

慮すべきキーワードとして、以下のものが抽出され

た。また、それらを検討するにあたり、政策と計画

の乖離、規制とルール、時間的公平性、等の視点が

必要と考える。

【交通政策】

�単一民族国家の変容
�国土政策と交通社会資本整備政策
�選択の多様性の確保
�国際流動における経済性と国益
�国内流動における交通手段
	�保有�から�保有プラス共有�へ

交通参加者の行動規範

【交通計画】

�ユビキタスな交通サービス
�地域特性に応じた交通管理
�ストック型への再構築を目指した輸送構造
�地域再生のきっかけとしての交通基盤整備
�グリーンエイジの交通体系
	シェアする視点の交通空間

まちづくりとしての交通計画

＜政策と計画の乖離＞

政策と計画の乖離は、政策決定後から計画決定ま

での時間差、交通計画の持つ多面性からくる目的差

の２つに分類される。時間差により政策の妥当性が

計画策定まで維持できないという問題を生じ、目的

差により政策の本論と計画が一致しないという問題

を生じさせる。

近年この乖離が拡大しており社会資本の整備をよ

り遅らせている。拡大の理由は種々あるが、政策と

計画の目標の短命化、価値観の多様化、計画分野の

細分化、計画立案の分業化が主要なものと考えられ

る。

＜規制とルール＞

本研究会では�規制�と�ルール�は異なるもの
として捉える。英語にすると共に�rule�であるが、

�規制�は政府が強い権限を持ち民の動きを制約す
ること、�ルール�は民同士がお互いに制御し誘導
する仕組み、と考えている。

市民社会が進展するであろう２１世紀において、

政策・計画は�規制�ではなく�ルール�に視点を
あてたものとすべきであると考える。�ルール�を
定着させるためには�足るを知る�に代表されるよ
うな市民社会のモラル育成を行う必要がある。

＜時間的公平性＞

２０世紀の都市計画を振り返ると、一極集中の抑

制や国土の均衡ある発展が常に念頭に置かれており、

空間的公平性の確保が課題であったと言える。２０

世紀末になると高齢者や交通弱者対策といった、す

べての人のための計画に変化し、その目的は人間的

公平性の確保であったと言える。

それでは２１世紀において顕在化する公平性とは

何であろうか？我々は�時間的公平性�であると考
える。これは、現存する都市は現在居住している人

のみのものでなく次世代のものでもあり、次世代の

ことも考慮すべきである、という考え方である。

本研究の最終成果は書籍とし、平成１４年に出版

する予定である。現在、素稿作成がほぼ終了した段

階であり、今後は、研究の視点・キーワードの見直

しと、それにともなう構成の再整理、等をすすめる

予定である。

最終成果が、今後の交通に関する政策立案や計画

策定において、参考となるべきものとしたい。

空間的公平性：地域間格差の是正
人間的公平性：高齢者、交通弱者対策
時間的公平性：世代間格差の是正

図－１ ３つの公平性
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